
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号

石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
施
行
令

内
閣
は
、
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
、
第
九
条
第
二
項
、

第
十
二
条
第
三
項
、
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
一
条

第
二
項
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
並
び
に
附
則
第
二
条
第
十
一
項
及
び
第
十
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

目
次第

一
章
　
管
理
（
第
一
条―

第
九
条
）

第
二
章
　
基
金
の
行
な
う
事
業
（
第
十
条―

第
十
三
条
）

第
三
章
　
掛
金
（
第
十
四
条
）

第
四
章
　
財
務
及
び
会
計
（
第
十
五
条
・
第
十
六
条
）

附
則

第
一
章
　
管
理

（
役
員
の
選
任
）

第
一
条
　
役
員
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
総
会
に
お
い
て
選
挙
す
る
。
た
だ
し
、
出
席
者
中
に
異
議
が

な
い
と
き
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
名
推
薦
の
方
法
に
よ
つ
て
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
会
員
は
、
前
項
の
選
挙
に
つ
き
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
月
の
当
該
会
員

に
係
る
掛
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
石
炭
の
総
量
に
応
じ
た
個
数
の
選
挙
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
会
員
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
選
挙
に
つ
き
、
書
面
又
は
代
理
人
を
も
つ
て
選
挙
権
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
選
挙
権
を
行
使
す
る
者
は
、
出
席
者
と
み
な
す
。

５
　
代
理
人
は
、
五
人
以
上
の
会
員
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

６
　
代
理
人
は
、
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
総
会
の
招
集
）

第
二
条
　
理
事
長
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
一
回
通
常
総
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
理
事
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
い
つ
で
も
臨
時
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
総
会
招
集
の
手
続
）

第
三
条
　
総
会
の
招
集
は
、
急
施
を
要
す
る
場
合
を
除
き
、
開
会
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
前
十
日
目
に
当
た
る

日
が
終
わ
る
ま
で
に
、
そ
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
会
議
の
目
的
と
な
る
事
項
を
示
し
、
定
款
で
定
め
る
方
法
に

従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
足
数
）

第
四
条
　
総
会
は
、
出
席
し
た
会
員
の
議
決
権
の
総
数
が
総
会
員
の
議
決
権
の
数
（
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
会
員
の
議
決
権
の
総
数
を
除
く
。
）
の
二
分
の
一
以
上
で
な
け
れ
ば
、
議
事
を
開

き
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
総
会
の
議
事
）

第
五
条
　
総
会
の
議
事
は
、
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
出
席
し
た
会
員
の
議
決
権
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
、
議
長
が
決
す
る
。

２
　
定
款
の
変
更
の
議
事
は
、
出
席
し
た
会
員
の
議
決
権
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
決
す
る
。

３
　
総
会
に
お
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
議
決
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
定
款
で
別
段
の
定
め
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
第
一
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
総
会
に
お
け
る
会
員
の
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
一
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
選
挙
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
通

知
の
あ
つ
た
事
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
会
員
の
除
斥
）

第
六
条
　
会
員
は
、
特
別
の
利
害
関
係
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
総
会
の
議
事
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た

だ
し
、
総
会
の
同
意
が
あ
つ
た
場
合
は
、
会
議
に
出
席
し
て
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
議
録
）

第
七
条
　
総
会
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
会
議
録
を
作
成
し
、
出
席
し
た
会
員
の
氏
名
並
び
に
議
事
の
経
過
の
要
領
及

び
そ
の
結
果
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
会
議
録
に
は
、
議
長
及
び
総
会
に
お
い
て
定
め
た
二
人
以
上
の
会
員
が
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
総
代
）

第
八
条
　
総
代
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
総
会
に
お
い
て
選
挙
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
補
欠
の
総
代
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
総
代
会
に
お
い
て
選
挙
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
総
代
は
、
総
代
会
に
お
い
て
各
一
個
の
議
決
権
及
び
役
員
又
は
総
代
の
選
挙
権
を
有
す
る
。

（
準
用
規
定
）

第
九
条
　
第
一
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
総
会
に
お
け
る
総
代
の
選
挙
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
　
第
一
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
総
代
会
に
お
け
る
総
代
の
議
決
権
及
び
選
挙
権
に
つ
い
て
、
第
二

条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
総
代
会
の
招
集
に
つ
い
て
、
第
四
条
、
第
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
六
条

の
規
定
は
総
代
会
の
議
事
に
つ
い
て
、
第
七
条
の
規
定
は
総
代
会
の
会
議
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
第
五
項
中
「
五
人
」
と
あ
る
の
は
「
二
人
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
総
代
会
に
お
け

る
総
代
の
議
決
権
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
選
挙
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
通
知
の
あ
つ
た
事
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
基
金
の
行
な
う
事
業

（
一
時
金
た
る
給
付
）

第
十
条
　
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
に
規
定
す
る
一
時
金
た
る
給
付
は
、
次
条

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
死
亡
を
支
給
理
由
と
す
る
一
時
金
た
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
）

第
十
一
条
　
死
亡
を
支
給
理
由
と
す
る
一
時
金
た
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
坑
内
員
又
は
坑
内
員
で

あ
つ
た
者
の
遺
族
と
す
る
。

２
　
前
項
の
遺
族
は
、
そ
の
死
亡
し
た
者
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹
で
あ
つ
て
、
そ
の
者
の
死
亡
の
当
時
そ

の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
も
の
と
す
る
。

３
　
死
亡
を
支
給
理
由
と
す
る
一
時
金
た
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
順
位
は
、
前
項
に
規
定
す
る
順

序
に
よ
る
。

４
　
死
亡
を
支
給
理
由
と
す
る
一
時
金
た
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、

そ
の
一
人
の
し
た
請
求
は
、
全
員
の
た
め
そ
の
全
額
に
つ
き
し
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
一
人
に
対
し
て
し
た
支

給
は
、
全
員
に
対
し
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
法
第
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
業
務
）

第
十
二
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一
　
工
作
工
場
、
港
湾
そ
の
他
の
附
帯
事
業
施
設
に
お
け
る
業
務
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
業
務
を

除
く
。

二
　
社
宅
、
売
店
、
体
育
館
そ
の
他
の
福
利
厚
生
施
設
に
お
け
る
業
務
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
業

務
を
除
く
。

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
業
務
以
外
の
業
務
の
う
ち
、
管
理
監
督
的
業
務
及
び
臨
時
補
助
的
業
務

（
準
用
規
定
）

第
十
三
条
　
第
十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
、
法
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
一
時
金
た
る
給
付
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

第
三
章
　
掛
金

（
掛
金
）

第
十
四
条
　
会
員
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
月
、
掛
金
を
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
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２
　
前
項
の
掛
金
の
額
は
、
定
款
で
定
め
る
金
額
に
当
該
会
員
の
石
炭
鉱
業
を
行
な
う
事
業
場
ご
と
の
前
年
（
一
月

か
ら
三
月
ま
で
の
月
分
の
掛
金
に
つ
い
て
は
、
前
前
年
）
中
に
掘
採
さ
れ
た
石
炭
の
数
量
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得

た
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
場
に
お
い
て
掘
採
さ
れ
た
石
炭
の
数
量
が
な
か
つ
た
と
き
、
又
は
当
該
事

業
場
に
お
い
て
掘
採
さ
れ
た
数
量
が
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
通
常
掘
採
さ
れ
る
べ
き
数
量
に
比
し
て
少
な

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
数
量
を
当
該
事
業
場
に
お
い
て
掘
採
さ
れ

た
石
炭
の
数
量
と
す
る
。

第
四
章
　
財
務
及
び
会
計

（
責
任
準
備
金
の
積
立
て
）

第
十
五
条
　
基
金
は
、
毎
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
、
坑
内
員
及
び
坑
内
員
で
あ
つ
た
者
に
係
る
法
第
二
十
七
条

に
規
定
す
る
積
立
金
（
以
下
「
責
任
準
備
金
」
と
い
う
。
）
を
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
基
金
は
、
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
な
う
と
き
は
、
毎
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
、
坑
外

員
及
び
坑
外
員
で
あ
つ
た
者
に
係
る
責
任
準
備
金
を
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
積
み
立
て
る
べ
き
責
任
準
備
金
の
額
は
、
基
金
が
支
給
す
る
年
金
た
る
給
付
及
び
一
時

金
た
る
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の
予
想
額
の
現
価
か
ら
掛
金
収
入
の
額
の
予
想
額
の
現
価
を
控
除
し
た
額
を
基

準
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
と
し
、
当
該
算
定
を
行
う
場
合
の
現
価
の
計

算
に
用
い
る
予
定
利
率
は
、
基
金
が
責
任
準
備
金
の
運
用
収
益
の
予
測
に
基
づ
き
合
理
的
に
定
め
た
率
と
す
る
。

（
資
金
の
運
用
）

第
十
六
条
　
基
金
の
業
務
上
の
余
裕
金
の
運
用
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
銀
行
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
金
融
機
関
へ
の
預
金

二
　
信
託
会
社
（
信
託
業
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
三
条
又
は
第
五
十
三
条
第
一
項
の
免
許
を

受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
信
託
会
社
等
」
と
い

う
。
）
へ
の
金
銭
信
託

三
　
国
債
、
地
方
債
、
特
別
の
法
律
に
よ
り
法
人
の
発
行
す
る
債
券
、
貸
付
信
託
の
受
益
証
券
そ
の
他
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
す
る
有
価
証
券
の
取
得

四
　
不
動
産
の
取
得

２
　
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
取
得
し
た
有
価
証
券
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
信
託
会
社
等
へ
の
信
託

二
　
金
融
商
品
取
引
業
者
（
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す

る
金
融
商
品
取
引
業
者
（
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
を
行
う
者
に
限

り
、
同
法
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
第
一
種
少
額
電
子
募
集
取
扱
業
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
へ
の
預
託

３
　
基
金
は
、
運
用
方
法
を
特
定
す
る
金
銭
信
託
若
し
く
は
不
動
産
の
取
得
に
よ
り
業
務
上
の
余
裕
金
を
運
用
す
る

場
合
又
は
取
得
し
た
有
価
証
券
を
金
融
商
品
取
引
業
者
に
預
託
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
余
裕
金
の
運
用
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
。附

　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
基
金
の
設
立
の
手
続
）

２
　
基
金
の
設
立
に
関
す
る
事
務
は
、
設
立
委
員
の
過
半
数
を
も
つ
て
決
す
る
。

３
　
会
員
と
な
る
べ
き
者
で
基
金
の
設
立
総
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
、
法
附
則
第
二
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
通
知
の
あ
つ
た
事
項
に
つ
き
、
書
面
又
は
代
理
人
を
も
つ
て
、
議
決
権
又
は
選
挙
権
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
議
決
権
又
は
選
挙
権
を
行
使
す
る
者
は
、
出
席
者
と
み
な
す
。

５
　
代
理
人
は
、
五
人
以
上
の
会
員
と
な
る
べ
き
者
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

６
　
代
理
人
は
、
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
設
立
総
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
設
立
総
会
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
会
議
録
を
作
成
し
、
出
席
し
た
会
員
と
な
る
べ
き
者
の
氏
名
並
び
に
議
事
の

経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
設
立
委
員
及
び
設
立
総
会
に
お
い
て
定
め
た
二
人
以
上
の

会
員
と
な
る
べ
き
者
が
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
六
月
九
日
政
令
第
二
二
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
一
月
九
日
政
令
第
三
四
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
〇
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
〇
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
八
日
政
令
第
四
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
三
日
政
令
第
二
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
十
四
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

に
お
け
る
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
三
日
政
令
第
二
三
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
十
一
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
五
月
一
五
日
政
令
第
二
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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